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見方 ･考え方を育成する社会科授業構成
一価値的判断力育成を目指す授業構成諸理論の検討を通 して-
桑原 敏典 (岡山大学教育学部)
本研究では,社会科で育成すべき見方 ･考え方のうち社会事象に対する価値判断に焦点をあて,価値的
判断力を育成する授業構成にどのような方法があるかを社会科教育学研究の成果に基づいて考察した｡
まず,現在わが国の社会科教育学研究の成果として提案されている判断力育成教育原理を検討した｡
それらは,社会的決定を基盤とするものと,個人的決定を基盤とするものに区分され,分析の結果,前者
は社会化を目指し,後者は個性化を目指していることが明らかとなった｡
さらに,価値的知識の解釈過程を子どもの思考に組み込んだ授業構成を提案し,価値判断力の育成を目
指す社会科授業構成の前提を示した｡
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l はじめに一問題の所在一
社会科教育において見方 ･考え方の指導は従来か
ら重視されてきたことではある机 教育内容の一層
の削減 ･精通に伴って新指導要領では一層重視され
るようになったと言える(1)｡この見方 ･考え方と
は何か｡指導要領の解説書等では ｢枠組み｣と説明
される場合が多い (2)｡しかし,何を意味している
かはっきりしないあいまいな表現であり,それを明
らかにしないまま,見方 ･考え方は子どもが自ら獲
得するものであるとして,子どもが調べたり話し合
ったりする場面のみが目立つ形式主義 ･活動主義に
陥っていると思われる授業が構想されている(3)0
その結果として社会科授業において見方 ･考え方が
育成されず,それらを育成し得る授業とは何かが問
い直されなければならない状況が生み出されている
のである｡
見方･考え方とは我々の判断に関わるものである｡
そして,判断には事実的判断と価値的判断がある(4)0
前者に関わる見方 ･考え方とは,社会事象をとらえ
る際の理論や法則のことである (5)｡そして,後者
に関わるものは意思決定の隙の価値判断である｡し
たがって,学習指導要領に見られる ｢政治的｣,｢経
済的｣,｢地理的｣な見方 ･考え方という場合は,理
論や法則の意味で用いられており,｢民主的｣,｢倫
理的｣な見方 ･考え方という場合は,価値判断の意
味で用いられていると考えられる (6)｡
事実的判断に関わる見方 ･考え方である理論や法
則の習得を目指す社会科教育については,森分孝治
氏によって ｢科学的探究に基づく社会科｣として理
論化されている (7)｡本研究においては,価値判断
を意味する見方 ･考え方を育成する社会科教育のあ
り方について検討していくことにする｡その理由は,
近年の社会科教育学研究において,価値判断を含む
社会的判断力育成教育の原理についての議論が交わ
されており,その成果として異なった授業構成原理
がいくつか提案されているからである｡また,それ
らは期せずしていずれも法や権利についての学習に
関する授業について提案されている｡本研究では,
価値判断としての見方 ･考え方甲育成の方法につい
て,これまで提案されてきた各授業構成原理を整理
することを第-の目的とし,その上で残された問題
点を明らかにし,新たな授業構成原理を提案してい
くことにする｡
Il 判断力育成教育のねらいを巡る対立
一社会的決定か個人的決定か一
判断にはどのように行為するかを決断するために
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個人が行なう個人的決定と,社会全体においてルー
ルや政策を決定する社会的決定がある｡個人的決定
は社会的決定に準ずることが望ましいとするか,両
者の一致を必要とせず,個人は飽くまで自らの正し
いと思った決断をすればよいとするかが,判断力育
成教育を構想する上での対立点となっている｡
(1)社会的決定を基盤とする判断力育成教育
①合意形成を目指す社会科
多様な価値観を尊重しつつ,社会的問題を解決す
るために個人的判断を社会的決定へと集約する方法
が合意形成過程であるとして,合意形成能力を育成
する社会科を提案したのが吉村功太郎氏である(8)0
合意形成過程とは,吉村氏によると対立する状況に
おける事実の確認と対立する価値を確認し,対立す
る価値の間での合意の方法を模索する過程である｡
対立する価値の両立する方法があれば問題は解決す
るが,なければ合意可能なより高次の価値に基づい
て解決方法を模索し,検証して解決しなければなら
ない (9)｡この過程については,表1の左欄に吉村
氏の提示した図を簡略化して示している｡
表1 合意形成能力の育成を目指す投薬過程と合意形成の
構造
(吉相功太郎 ｢合意形成能力の育成をめざす社会科授業｣
全国社会科教育学会 『社会科研究』第45号,1996年,
図1 (p.42),及び表 1 (p.44),を参照して作成した｡)
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この合意形成を目指す社会科の授業過程について
も,吉村氏の提案を簡略化して表1の右欄に示して
いる｡その過程は,｢問題の提示う問題の把握⇒問題
の分析⇒解決策の考案う類似する論争問題の検証⇒
解決策の評価｣となっている｡合意形成過程の中核
はこの中の ｢解決策の考案｣段階であり,ここで対
立する価値観の調整を図り,両者が一致しなければ,
それぞれが ｢共有できる価値観｣または ｢より高次
の価値観｣を根拠にして解決策を練り,合意を生み
出すことになる｡吉村氏は ｢エイズと人権｣という
授業計画を作成し具体的な提案を行っている｡授業
ではエイズ感染者の児童の登校を拒否するという問
題について,感染者の人権の保障と人々の生存権の
保障の対立の中で合意できるルールを見出させよう
としている (10)｡この吉村氏の提案に基づいて,令
意形成過程における判断調整過程をより詳細に論じ
た研究も発表されている (ll)｡
合意形成を目指す社会科は,教室に社会的な合意
形成過程を持ち込み,その過程を子どもに追体験さ
せるものであるとも言える (12)｡授業構成は合意形
成過程に準じて設定され,その過程を民主的に整備
すればするほど,子どもはより民主的な過程を体験
し,社会的決定の際に公共性に訴えてより民主的な
判断をする態度を身に付けることができると考えら
れる｡
②法的決定能力育成を目指す法関連教育
法関連教育においては,法システムに基づいて市
民が現代社会における社会問題を合理的に解決する
能力を育成しようとする｡この法関連教育について
は江口勇治氏や橋本康弘氏によって研究成果が発表
されている (18)｡合理的に解決する能力とは,市民
自らがこのような摩擦や衝突を社会の基本的価値に
関わり合理的に解決する能力である (14)｡
このような能力を育成するため,法関連教育では
法的決定過程として授業が構成される｡以下,橋本
氏の研究に基づいて授業構成を示していくことにす
る｡法的決定過程とは,法的問題に対する裁判官の
判断 ･決定過程である｡この過程は表2の右欄に,
橋本氏の提案を簡略化して示している｡その過程は
まず問題の事実を確定し,次に合理的に分析するた
めの視点を考慮する｡こうしてその問題状況に関わ
る概念に基づいて事実が把撞される｡次に便益 ･責
任のコストや関連視点の考慮が行われ仮の主張が確
定される｡その主張について討議が行われ,その議
見方 ･考え方を育成する社会科授業構成
論の中で社会的な合意を得られるかどうかが検討さ
れ,最終決定に至るというものである｡
表2 法的決定能力を育成する授業過程と法的決定過程
授業過程 法的決定過程
概念 (例 :責任)の枠組に 事実の確定合理的分析の視点の考慮 (例 :責任の主
基づく.問題となっている状態の理解 体,責任の理由など)
状態の概念に基づく把握
状 態の評価 便益.責任のコストの考慮 (満足感,負
(葛藤状態の程度の評価) 担,犠牲等)関連視点の考慮 (緊急性,利害関係.過
及び意思決定 夫か故意か等)
主張の確定
討論 .決定 討議
最終的意思決定 く社会性のより長い合意
に基づく社会に通用するルールの策定)
橋本康弘 ｢法教育原理としての ｢法的決定｣- 『自由社会
における法』プロジェクトの場合-｣中国四国教育学会 『教
育学研究紀要』第40巻第2臥 1994年,図5(p.234),及
び橋本康弘 ｢市民的資質を育成するための法カリキュラムー
『自由社会における法』プロジェクトの場合-｣全国社会科
教育学会 『社会科研究』第48号,1998年,図4 (p.87),
を参照して作成した｡)
授業構成についても橋本氏の提案を簡略化し表2
の左欄に示した｡それは,｢概念の枠組に基づく問題
状況の理解⇒状態の評価 ･意思決定->討議⇒最終的
意思決定｣となっている｡この法関連教育では,問
題状況は架空のエピソードとして与えられており,
社会の基本的な価値観に関わる問題が設定されてい
る｡生徒は,葛藤状態を評価した上で解決策を提案
するわけだが,その解決策が社会で広く受け入れら
れている価値観に基づいており,より多くの人に受
け入れられるかどうかをクラスの討議において検討
することで,最終的には社会に広く通用する決定を
するよう促される｡例えば,宗教上の理由で手術を
拒否している患者に直面した医師は治療を行うべき
かどうかという問鬼が示されている｡この問題は責
任という概念 (社会の基本的価値の一つ)に基づい
て検討される｡最終的には ｢医者は,同時に二つの
責任が生ずる場合には (患者の生命を助ける責任と
個人の自由を尊重する責任),患者の生命を一番に考
慮すべきである｣というルールを策定している(15)｡
このルールは社会に広く認められている価値に基づ
いており,広く受け入れられると考えられるもので
ある｡
このように,法関連教育における判断力育成は,
最終的な決定が合意形成に基づくものではなく,社
会の基本的価値に基づく自己決定であるという点で
合意形成を目指す社会科と異なっている｡しかし,
個人の価値観ではなく,社会性が高く,広く人々に
受け入れられるであろう価値に基づいて決定するこ
とが求められており,法関連教育においても,合意
形成を目指す社会科同様に個人的決定を社会的決定
に準ずるものとして捉えていると言える｡
社会的決定に基づく判断力育成教育は,民主社会
における社会的決定を理想とし,個人の決定をそれ
に近づけようとするものである｡その社会的決定と
は,合意形成を目指す社会科では自由な議論を尽く
して決定がなされる議会の決定を理想としており,
法関連教育においては,社会の基本原理 (憲法)に
基づいて広く人々に受け入れられるルールを決定す
る裁判官の決定を理想としている｡社会に問題が発
生し対立が生じれば何らかの社会的決定がなされな
ければならない｡その決定は民主的な過程を経て,
できるだけ多くの人に受け入れられるものであるこ
とが望ましい｡態度形成に基づく判断力育成はこの
ような社会的決定を言わば個人に先取りさせようと
するものといえる｡ただし,あらゆる社会問題につ
いて合意が形成が可能であったり,共通するルール
が策定できるわけではないだろう (18)｡また,たと
え少数意見であったとしても公共的な価値も考慮し
た判断もありうる｡このような少数意見はどのよう
に保障していくのであろうか｡社会的決定に基づく
社会科教育には,少数意見をいかに尊重してより民
主的な決定を実現するかという民主主義社会の抱え
ている問題が,付随していると言えるのである｡
(2)個人的決定を基盤とする判断力育成教育
価値判断力の育成を,科学的社会認識の成長過程
に準じて価値的知識の成長過程としてとらえ,認識
形成に基づいて判断力育成教育を提案したのが溝口
和宏氏である (17)｡溝口氏の判断力育成教育は,千
どもが価値的知識を体系的に習得し,それに基づい
て自主的自立的に判断することを目指しており,個
人的決定を基盤とした判断力を育成しようとしてい
ると言える｡
溝口氏は科学的知識が体系化されていくように,
価値的知識も社会的に形成され体系化されていると
考える｡その際の価値的知識とは ｢当該社会におい
て歴史的に受容されてきている実践的原理 ･原則を
核としてその原理 ･原則の適用範囲を定める仮定的
な結論及び,その結論に対する例外規定を設けるた
めの補助仮説 (留保条件)とからなる論理的セット
である｣(18)｡この構造については溝口氏が提案した
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ものを図 1に引用している｡このような判断は社会
において多数積み重ねられてきてお り,規範として
我々の現在の生酒を拘束し,判断のよりどころとな
っている｡これらの体系的な認識形成が,社会科で
目指すべき判断力育成であると主張されている｡
図 1 価値的知和の構造
実践的原MEl芸二コ
了二二
(牌口和宏 ｢歴史教育による社会的判断力の育成 (1)
一法的判断力育成のための歴史教材-｣全国社会科教育
学会 『社会科研究』第50号,1999年,図1(p.212)
から引用｡)
表3 原理制約妥当性の追検討としての授業過程
パート(学習過程) 学習内容-ノ｣､単元3-
1 原理制約の事実把 ｢表現の自由｣のスミ
堤 ス法による制約
2 制約根拠の分析. スミス法 ｢構成員｣規
解釈 定の分析.解釈
3 制約根拠に関わる ｢構成員｣規定に関わ事実解釈の検討 る事実解釈の検討
4 制約根拠の妥当性 スミス法 ｢構成員｣規
(構口和宏 ｢歴史教育による社会的判断力の育成 (1)
-一店的判断力育成のための歴史教材-｣全国社会科教育
学会『社会科研究』第50号,1999年,表3(p.216)
から引用｡)
授業構成は,この価値的知識を批判的に吟味しな
がら獲得していく過程として組織されている｡その
過程は ｢原理制約の妥当性の追検討過程｣であり,
表3に溝口氏が提案したものを引用して示している｡
それは ｢原理制約の事実把握->制約根拠の分析 ･解
釈う制約根拠に関わる事実解釈の検討う制約根拠の
妥当性の判断｣という段階を経る｡生徒は実践的原
理を制約する事実をめ(･って争われた裁判の過程を
検討し,その判断を批判的に吟味しながら,過去の
表4 判断力育成教育論の比較
社会的判断を価値的知識として習得 してい くことに
なる｡具体的には共産党貝の活動的メンバーである
としてスパイ情動を防止する法律に運反したために
起訴された人物の裁判過程を検討し,その法の規制
の妥当性を判断させている｡ここでは,価値的知識
とは,表現の自由を認めるべきであるという実践的
原理に政府転覆をもくろむ者に表現の自由はないと
する仮定的結論とその者が積極的なメンバーである
ならば,ないとする留保条件がともなったものとし
て示されている｡
ただ単に判決を学習させるのではなく,批判的に
検討させることで価値的知識を絶対的なものではな
く,相対的なものとして受けとめさせ生徒自身の自
主的な判断を保障していると言えるだろう (19)｡ し
かし,このような過去の社会的判断である価値的知
識はどのようにして我々の価値判断の根拠となるの
だろうか｡我々はそれを現在の状況において解釈し
適用 して法的判断を下すことになるのではないか
(20)｡過去の判例は確かに拘束力をもつものである
が,判例がくつがえされることもあるだろう｡価値
的知識は習得した子どもが新たな問題について判断
する際に,どのように用いられるのだろうか｡また,
子どもの中でそれはどのように成長 してい くのか
(21)｡溝口氏の提案した判断力育成教育は価値的知
識の構造を,森分氏が提示した科学的知識の構造に
準じて示した点で評価されるが,その価値的知識と
子どもたちの実践的判断との関係を明らかにするこ
とが課題として残されていると言えるのではないか｡
(3)判断力育成教育における価値認識形成
これら三者の判断力育成教育論を整理し表にまと
めたものが表4である｡合意形成を目指す社会科は,
社会的決定,特に議会における自由な議論を経た決
定を理想とし,授業は合意形成過程として構成され
るOまた,法関連教育においても,社会的決定が理
想とされ,特に裁判官の基本原理 (憲法)に基づく
判断ができる能力を身に付けることが目指される｡
宙 =岸 転 箪 醒
(第着作成)
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見方 ･考え方を育成する社会科授業構成
授業は,法的決定過程として構成される｡認識形成
に基づく判断力育成教育では,個人的決定を基盤と
し,社会に蓄積された価値的知識を踏まえた判断力
育成を目指し,授業は価値的知識の批判的吟味過程
として組織される｡これらの教育論を価値認識形成
の観点から検討すると,前二者は社会に広く認めら
れている価値を認識させ,それに基づいて合意形成,
あるいは法的決定を促すことになる｡子どもは,特
定の価値観を決して押し付けられるわけではなく,
自ら社会的価値を認識するのだが,子どもの未熟な
価値観で社会的な価値に対抗できるはずもなく,社
会的価値はそのまま受けいれられやすいと考えられ
る｡それに対して,認識形成に基づく判断力育成教
育は,社会に広く認められている価値を批判 ･吟味
した上で判断をさせている｡そして,その判断を通
じて自己の判断基準の成長を促そうとしている｡こ
れは溝口氏の,社会科においては,｢合意を疑う｣こ
とにこそ意義があり,合意の結果を批判的に吟味し,
社会化よりもむしろ個性化を図るべきであるという
主張に基づくものである(22)｡
つまり,前二者は社会的な価値認識形成を目指し,
後者は自立的な価値認識形成を目指していると言え
るだろう｡また,前二者が社会化を教育目標として
いるのに対して,後者は社会化よりもむしろ個性化
を目標としていると言える｡社会認識や価値認識は
教科外の日常生酒においても絶えず行なわれており,
子ども達は,自然に社会化されている｡学校教育の
目標としてそのような社会化を体系的組織的により
充実させるということも必要である｡しかし,その
ような社会化に対抗し,自主的自立的な思想を形成
する学習机 社会科の授業以外に行われ得る場所は
ないのではないか｡-教科としての社会科において
は,社会科でしかなし得ないことを目標とすべきで
はないか (23)｡よって,判断力育成は認識形成に基
づくべきという立場に立って,溝口氏の論を踏まえ
ながら,価値的知識が子どもの実践的判断の中で活
かされ,成長していくよう価値的知識の解釈過程を
子どもの判断に組み込み,子とも自身のより合理的
で正当な判断を促す授業構成について以下論じてい
くことにする｡
‖ 価値的知識の解釈過程を子どもの思
考に組み入れた判断力育成教育
(1)追体験による学習過程の組織化
価値的知識は,規範となって子どもに提示される｡
この規範は,判断に関わる思考の過程において子ど
もによって解釈され,判断の基盤となっていく｡解
釈は子ども自身の価値観やその規範の背景にある社
会的価値原理に基づいて行なわれるものであり,一
人ひとり異なっていることが予想される｡子どもの
自主的な解釈を尊重するとはいえ,子どもの自分な
りの解釈に基づく判断を無条件に尊重していたので
は,判断力を育成したことにはならない｡そこで,
思考の中に,その解釈を正当化する過程を取り入れ
る｡そうすることで,解釈はより合理的で公正なも
のとなり,判断もそれに従って洗練されるであろう｡
まず,判決を追体験することによって,解釈を正当
化し,決断を下す学習を取り上げその過程を検討す
る｡
このような判決の追体験過程としての学習編成を,
アメリカで開発された教材である,偉大なる決定シ
リー ズの ｢あなたは最高裁判所判事｣第1章 ｢言論
の自由 シェンク対合衆国｣で検討していく(24)｡
表5 判決の追体鹸過程としての学習の組織化一偉大なる
決定シリー ズ ｢あなたは最高裁判所判事｣第1章 ｢言
論の自由 シヱンク対合衆国｣-
学習過程 主な学習内容
対立状況の把握 反戦文事を配布したものが,軍内に不服従
を生じさせ,徴兵活動を妨害したとして,
連邦防諜法に基づいて告発された○
状況 .規 三つの選択肢の提示
1.連邦防諜法は達意であり,釈放する (倭
正 1条の言葉を字義通りに解釈し,言論の
自由を弾圧するいかなる法規も認めない)o
2.被疑者の信念を支持する (言論の自由
は平時においては最大限保護されるべきだ
範解釈の が.戦時下においては事情が異なる.本件
比較 .検 の場合,言論の自由の保障は公共の利益を
討及び決 著しく損なう恐れがあり,防諜法は合意で
定 ある)ら
3.防諜法は支持するが本件において被疑
者は無罪である (防諜法の適用は慎重であ
るべきで,本件においては公共の福祉が著
しく損なわれるとは考えられず,有罪は支
持できない)o
実際の判断の検証 選択肢2.
実際の判 この判決の後,最高裁は防諜法によって多数 人を有罪とした.しかし,徐々に ｢明
断の評価 白かつ現在の危険｣が言論保護基準として
(NathanAaseng.Gz･eatDecJ'sJ'ons.YouLZL･eLhe
supJ･emeCOuI･tjustJ'ce,TheOliberPress,hc.,1994,pp.7-
22を参考に作成｡)
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桑原 敏典
学習過程と主な学習内容を表5に示している｡な
お,本教材についてはテキストしか発行されていな
いので,学習過程は発表者が推測して構成した｡学
習過程は:,4段階で構成され,対立状況の把握⇒状
況 ･規範解釈の比較 ･検討及び決定ヰ実際の判断の
検証⇒実際の判断の評価となる｡まず,対立状況の
把握段階では,この裁判の問題となっている事態,
適用される規定の歴史的背景が示される｡ここでは,
反戦文書を配布した者が,軍内に不服従を生じさせ,
徴兵情動を妨害したとして,連邦防諜法に基づいて
告発されたという事態であり,権利章典の修正1条
の規定と連邦防諜法の制約の妥当性が争われている｡
次に状況･規範解釈の比較･検討及び決定段階では,
テキストに示された三つの判断のうち,一つの判断
を選択させる｡三つの選択肢とは以下の通りである｡
1.連邦防諜法は道義であり,釈放する｡
2.被疑者の信念を支持する｡
3.防諜法は支持するが本件において被疑者
は無罪である｡
次に,実際の判断が示され検証を行う｡実際の判決
は選択肢2であった｡最後には実際の判断の評価を,
その後の歴史をたどりながら行う｡歴史的には,こ
の判決の後,最高裁は防諜法によって多数の人を有
罪とした｡しかし,徐々に ｢明白かつ現在の危険｣
が言論保護基準として捉えられるようになっていく｡
以上のように,この授業では,実際の判決を子ど
も自らが行うことは困難であることから選択肢を用
意しその中から判決を逮ばせている｡生徒に自らの
選択の理由付けをさせることで正当化の思考過程を
たどらせる事が可能であろう｡ただし,実際の判決
が単に正解としてしか提示されないならば,子ども
は自らの判断を正当化することよりも判決を理解す
ることに力を注やことになるだろう｡この点,授業
構成の工夫が必要と思われる｡しかしながら,生徒
を判断過程に巻き込み,自発的に思考させ得る教材
として注目される｡
(2)正当化の手続きによる学習過程の組織化
一方,積み重ねられてきた判決を参考に,生徒自
ら事件に対して判決を下す授業構成も考えられる｡
このような授業構成について,同じくアメリカで開
発された教材 ｢君が決断せよ!｣の第1章 ｢修正第
1条｣のうち,表現の自由について学習する単元を
手がかりに考察していく(25)0
学習過程は表6に示した通りである｡それは5段
階から構成され,それは,｢対立状況の把纏う規範の
歴史的 ･思想的背景の理解→異なった解釈の確認→
異なった解釈の適用 ･正当性の検討→自己の判断の
正当化｣というものである｡
対立状況の把握月那皆では,表現の自由を巡る裁判
の初期の事例について判断 ･検討がなされ,この権
利を巡る問題について概要を理解する｡ここでは,
それは表現の自由の保障とそれに対する制約条件
(治安破壊の恐れなど)の問題である｡規範の歴史
的 ･思想的背景の理解段階では,権利章典の規定の
意味確認と歴史的背景の調査が行われ,表現の自由
の規定に影響を与えた歴史的事象の検討と,その規
定の成立に重要な役割を果たした人物について考察
する｡ここで,生徒は権利の背景にある価値的原理
を認識することになるだろう｡次の,異なった解釈
の確認段階では,表現の自由の制約条件を示した判
決の確認 ･検討がなされ,表現の自由に対する制約
条件の解釈について,自由の保障を優先する解釈と
その反対の解釈を確認する｡異なった解釈の適用 ･
正当性の検討をする段階では,判決の歴史的変遷及
び制約条件についての多様な判決の確認をしている｡
最後の自己の判断の正当化段階では,生徒は未知の
事例に対して自分で判決を下すことになる｡
表6 判決の正当化手続きに基づく学習の組織化- ｢君が
決断せよ!｣第1章 ｢修正第1条｣表現の自由-
学習過程 生徒の学習活動 主な学習内容
対立状況 現の自由を､《 現の自由の保障とそれにる裁判の初期の対する制約条件 (治安破壊
の把握 事例について判断 .検討 の恐れなど)の問題.
規範の歴史的.思想的背景の理解 権利章典の規疋 現の自由の規定に影響を
の意味確認 と 与えた歴史的事象の検百､
史的背景の調査 と,その規定の成立に重要な役割を果たした人物の考察○
異なった解釈の確l 表現の自由の制 現の自由に対する制約粂
約条件を示 した件の解釈について,自由の
判決の確認 .検言､保障を優先する解釈とその対の解釈を確罷.
異なった J決の歴史的′､ 現の自由の制約条件解釈
解釈の適 遷及び制約粂イの歴史的変遷を検討o種々
用 .正当性についての多 の制約条件を判例で確認○
の検討 な判決の確認
自己の判 ＼知の事例に､種々の判例o
(GeorgeBundySmith&AleneL.Smith,YOUDECmE/
App/ylDgLheBJ'IlofRLiustoRealCases,Critical
ThinkingBooks&Software.1992,pp.1I38及び
GeorgeBundySmith&AleneL.Smith,TTeacheL.'LC
ManualYOUDECJDEIAppJylngLJzeBJl/Io/RJlghfsEo
Rt･aJCases.CritiLlalThinkingBooks&Software.1992.
1)p.1-42を参照して作成｡)
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見方･考え方を育成する社会科授業構成
生徒は,4段階までに,権利の解釈とその権利の
背景にある原理的価値の解釈を行い,最後にそれら
の解釈に基づいて自ら判断し,その判断を正当化す
るのである｡正当化はクラスの討議を通じて行なわ
れると考えられる｡自分で判決を下すことは難しい
と思われるかもしれないが,配布されたワークシー
トがそれを助けている｡
IV おわりに
価値的知識の解釈過程を子どもの思考に組み込む
ことで判断力を育成する社会科は,生徒自身に判断
させ,その判断を正当化させることで,一人ひとり
の主体的な価値判断を保障するものである｡判断を
正当化させることで,獲得した情報に基づいてより
公正な結論が導き出せるよう促されると考えられる｡
そして,正当化の思考過程においては,規範や法律
そして問題状況に関する情報を自分で解釈し通用し
ている｡知識は生徒自身の解釈を経て判断に用いら
れ,正当化がうまくなされなければ自分の解釈を見
直すことになるのである｡そのことはさらには,生
徒自身の価値観をも問い直すことにもつながるだろ
う｡
以上のように,判断力育成を目指した授業構成論
の検討を通じて,価値判断としての見方 ･考え方を
育成する社会科とはどのようなものかを考察してき
た｡いずれにしても見方 ･考え方を育成するために
は,思考の手がかりとなる豊かな知識内容と思考を
促す授業構成が不可欠である｡考えたり調べたりす
る時間を確保すればそのような力が育成されるわけ
ではないだろう｡見方 ･考え方としての判断力を育
成する授業は,それを向上させなければならない｡
最後に価値的判断力としての見方 ･考え方を育成す
る社会化授業構成の前提を列挙する｡
①子ども自身が判断する場面を保障し得るよう,問
題設定を授業構成の柱とする｡
②問題に関する社会的判断過程を探求し,社会的価
値の認識を踏まえ,それを無批判に受け入れさせる
のではなく,吟味 ･検討させることで,開かれた価
値認識を保障する｡
③子ども達が,自主的自立的に思考し,判断するこ
とができることを目指す｡
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見方 ･考え方を育成する社会科授業構成
Title:AStudyofdevelopingsenseandthinkingintheSocialStudiesClass:OntheBasisofContrasting
SomeTheoriesaboutVdueJudgtmentTeaching
ToshinoriKUWABARA (FacultyofEducation,OkayamaUniversity)
Abstract:ThePurposeofthispaperistoclarifytheprincipleofteachingsenseandthinkingofsocial
tlingsintleSocialstudiesclass.
Theresultsoftleanalysisareasfolows.
Inordertodevelopvaluejudgmentinthesocialstudiesclass,weshould
1)setupthesituationwherestudentsmustmakedecisionbythemselves.
2)mal=estudentsanalyzesocialvaluesandunderstandsocialValuesopenly.
3)helpstudentstothinkanddecidevoluntary.
Keyword:DevelopingJudgment,ValueCognition,ValueKnowledge,LawJudgment
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